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第 3日（6月 6日）

第 3日目（6月 6日　土曜日）

大会場（ホール）

9：00 ～ 11：00
JPTEC協議会　ブラッシュアップセミナー

11：00 ～ 12：00
シンポジウム 13（SY13）

 「受入困難・不応需」
 座長 聖隷三方原病院  救命救急センター 早川　達也
  山形県立救命救急センター 森野　一真

SY13-1（E） 病院（医師）の介入による受入先困難傷病者の病院選定について考える。
 ……………………………………………………………………岡山市消防局 平川　勝浩

SY13-2（E） 事前病院選定により地方広域消防でも不応需回数を減らせるか
 …………………………………………………………佐久広域連合消防本部 木内　賢一

SY13-3（E） 仙台市における医療機関の受け入れの現状と課題について
 ……………………………………………………………………仙台市消防局 岩田　和也

SY13-4（D） 救急外来多忙を理由にした救急車不応需の検討
 …………………………………………… 慶應義塾大学  医学部  救急医学 鈴木　　昌

SY13-5（E） 埼玉県東部地域における  
 救急搬送困難症例の解消に向けた取り組み（第 2報）

 ……………………………………………………… 埼玉県  三郷市消防本部 佐竹　洋二
SY13-6（D） 東日本大震災前後の救急車受入れ困難問題̶解消に向けて̶

 ……………………………… 福島県立医科大学  医学部  救急医療学講座 田勢長一郎
SY13-7（D） 当院における頻回救急搬送患者の検討

 ………………………………………………………… 沖縄協同病院  救急部 伊泊　広二

13：00 ～ 14：30
シンポジウム 14（SY14）

 「地方における救急医療研修の課題と展望」
 座長 済生会千里病院 甲斐　達朗
  救急救命九州研修所 郡山　一明

SY14-1（D） 初期研修医の救急自動車同乗研修の効果
 ……………………………………………………… 勤医協中央病院  救急科 田口　　大

SY14-2（N） 救急救命士病院実習の教育体制の現状  
 －実習に携わる看護師の個人特性と実習指導環境に焦点をあてて－

 …………………………… 札幌医科大学附属病院  高度救命救急センター 田口裕紀子
SY14-3（D） 埼玉県東部地域メディカルコントロール協議会指令係員講習会

 ………………………………………………………… 春日部市立病院  内科 有馬　　健
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SY14-4（D） 非常勤麻酔科専門医のみの病院を含めた複数病院での  
 救急救命士気管挿管実習の取り組み

 …………………………………………… 鹿児島大学病院  救急集中治療科 山口　桂司
SY14-5（E） 北九州市消防局救急ワークステーションによる  
 全救急隊への教育の取り組み

 …………………………………………………北九州市消防局警防部救急課 橋本　義弘
SY14-6（D） 横浜市における救急救命士，通信指令員の教育プログラム

 …………………………………………………………… 横浜市MC協議会 桝井　良裕
SY14-7（D） 地域メディカルコントロール体制における  
 救急隊のパフォーマンス向上・気管挿管再教育の学習デザイン

 ………………… 獨協医科大学越谷病院  救急医療科  救命救急センター 杉木　大輔
SY14-8（C） 「通信指令員の救急に係る教育テキスト」を活用した  
 通信指令員の教育とMC協議会の連携について

 ……………………………………………………横浜市消防局警防部司令課 福嶋　　薫

14：30 ～ 15：40
ワークショップ 11（WS11）

 「救命士の拡大処置と生涯教育のあり方と各地域の取り組み（1）」
 座長 久留米大学医学部救急医学講座 坂本　照夫
  北海道大学  救急医学 丸藤　　哲

WS11-1（E） 印旛MC協議会における研修指導救命士の役割
 …………………………………………………… 栄町消防本部  栄町消防署 松本　　勉

WS11-2（E） 平成 26 年度愛知県救急救命士再教育　  
 ～救急救命士に求められる ICと接遇～

 …………………………………………………………………豊田市消防本部 丸山　紀子
WS11-3（E） " 現場力 " 向上のための生涯教育

 ………………………………………………… 救急救命九州研修所  研修課 重松　伸治
WS11-4（D） 豊能医療圏における救急救命士の拡大処置に対する取り組みについて

 …………………………… 大阪府済生会千里病院  千里救命救急センター 林　　靖之
WS11-5（D） 指導救急救命士を中心とした生涯教育と処置拡大への取り組み  
 －岐阜県の場合－

 …………………………………………… 大垣市民病院  救命救急センター 山口　　均

15：40 ～ 16：50
シンポジウム 15（SY15）

 「地域救急医療」
 座長 三重大学医学部附属病院  救急科 武田　多一
  久喜総合病院 出口　善純

SY15-1（E） 救急活動時間短縮の一方策（北西ポストルールの試行）について
 ……………………………………………… 東京消防庁  北多摩西部消防署 吉田　典子

SY15-2（D） 大阪市における消化管出血患者搬送の実情と課題  
 ～大阪市消防局覚知データを用いた解析～

 ……………………………… 大阪市立大学大学院  医学研究科  救急医学 山本　啓雅
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SY15-3（D） 救急医療の可視化を目指す「福山方式救急病名登録システム」
 ……………………… 福山・府中圏域  メディカルコントロール協議会，
 社会医療法人  祥和会 大田　泰正

SY15-4（E） 埼玉県東部地域における  
 外傷患者に対する書面式事後検証体制の変更とその効果

 ……………………… 埼玉県東部地域MC協議会  ワーキンググループ 3 白石　雄介
SY15-5（D） 脳卒中救急医療体制整備には，  
 メディカルコントロール協議会の活性化が不可欠

 ………公益財団法人  脳血管研究所  美原記念病院  救急部・脳神経外科 谷崎　義生
SY15-6（D） 東京都江東区における脳卒中診療の問題

 …………………… 昭和大学江東豊洲病院  脳血管センター  脳神経外科 池田　尚人

16：50 ～ 18：00
ワークショップ 12（WS12）

 「救命士の拡大処置と生涯教育のあり方と各地域の取り組み（2）」
 座長 慶応義塾大学医学部  救急医学教室 堀　　進悟
  大阪府立中河内救命救急センター 塩野　　茂

WS12-1（D） 秋田県における新特定 2行為導入と 6ヶ月間の検証
 ………………………………………… 秋田赤十字病院  救命救急センター 藤田　康雄

WS12-2（D） 地域に適合した救命士病院前内科救急救護教育コースについて
 ……………………………… 宮崎大学医学部附属病院  救命救急センター 長野　健彦

WS12-3（D） 救急救命士の血糖測定導入後に予想される地域ごとの効果について
 ………………………………………………… 札幌医科大学  救急医学講座 上村　修二

WS12-4（D） 救急救命士の拡大処置に対する山梨県の取り組みと開始後の現状
 ……………………………………… 山梨県立中央病院  救命救急センター 岩瀬　史明

WS12-5（D） 湘南メディカルコントロール（MC）協議会における  
 処置拡大の運用開始と検証による今後の課題

 ………………………… 東海大学医学部付属病院  高度救命救急センター 関　　知子
WS12-6（D） 救急救命士の処置拡大と現在の救急活動状況とその問題点

 ………………………… 日本医科大学  多摩永山病院  救命救急センター 石之神小織

中会場（304 会場）

9：00 ～ 10：30
シンポジウム 16（SY16）

 「病院前から院内まで緊急度判定の現状と今後」
 座長 東京大学医学部附属病院  救命救急センター 中島　　勧
  日本看護協会看護研修学校  認定看護師教育課程  救急看護学科 木澤　晃代

SY16-1（E） 外傷症例に対する重症度・緊急度判断（東京消防庁）の現状について
 ………………………………………………………………………東京消防庁 橋本　　寛
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SY16-2（D） トリアージナースシステム実施 10 年目を迎えて  
 ～ past, present and future ～

 ………………………………… 筑波メディカルセンター病院  救急診療科 上野　幸廣
SY16-3（N） トリアージシステム導入における効果

 ……………… 公益財団法人  大原記念倉敷中央医療機構  倉敷中央病院 多賀真佐美
SY16-4（D） JTAS による緊急度評価が救急科診療へ与えた効果

 …………………………… 東京大学  医学部附属病院  救命救急センター 中島　　勧
SY16-5（D） 東京大学医学部附属病院救急部における  
 トリアージから診察終了までの過程の情報管理およびデータベース作成

 …………………………… 東京大学医学部附属病院  救急部・集中治療部 岩井　　聡
SY16-6（D） 院内緊急度と予後の検討 － PDCAに基づく院内緊急度判定の質の改善に  
 向けた全救急患者データ集積の必要性－

 …………………………………………………… 市立堺病院  救急センター 森田　正則
SY16-7（D） 病院前緊急度判定の現況：  
 横浜市重症外傷センター搬送プロトコルの精度に係る検討

 ………………………………………横浜市メディカルコントロール協議会 森村　尚登

10：30 ～ 11：40
ワークショップ 13（WS13）

 「フィジカルアセスメント能力向上のために」
 座長 山口大学大学院  医学系研究科 山勢　博彰
  東海大学医学部付属病院 黒田　啓子

WS13-1（N） 院内トリアージ「JTAS」導入後の課題　  
 ̶導入から現状における看護師の意識を調査して̶

 …………………………医療法人  徳洲会  八尾徳洲会総合病院  救急外来 鹿山　美穂
WS13-2（N） 院内トリアージシステム導入後の課題

 ………………………… 医療法人社団東光会  戸田中央総合病院  救急部 渡辺　　覚
WS13-3（N） 救急外来における院内トリアージの実態    
 －院内トリアージ用紙導入時の看護師の判断に基づいて－

 ……… 独立行政法人  国立病院機構  呉医療センター中国がんセンター 国島　正義
WS13-4（N） トリアージナースの救急看護経験年数の分類から  
 アンダー・オーバートリアージ率の比較と今後の課題

 …………………………………… 医療法人沖縄徳洲会  湘南鎌倉総合病院 奈良唯唯子
WS13-5（N） 院内トリアージの取り組みの成果と課題

 ……………………… 独立行政法人  労働者健康福祉機構  香川労災病院 関　　由佳
WS13-6（D） 院内トリアージにおけるベテラン看護師の特性

 ……………………………………………… 安房地域医療センター  救急科 不動寺純明
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11：50 ～ 12：50
教育セミナー 4（ES4） 共催：株式会社フィリップスエレクトロニクスジャパン／
 　　　株式会社ダンクネット
ES4（N） トリアージナースを育てるMy Triage  
 ̶システム導入で変わったこと・分かったこと̶

  倉敷中央病院救命救急センター 岩元　美紀
 座長 倉敷中央病院救命救急センター 福岡　敏雄

12：50 ～ 14：00
シンポジウム 17（SY17）

 「地方型救急医療における薬剤師の関わりについて」
 座長 高知県・高知市病院企業団立  高知医療センター  薬剤局 田中　　聡
  医療法人医誠会  医誠会病院 安部　敏生

SY17-1（P） 地方病院の救急・集中治療部門における薬剤師業務の現状と今後の課題
 ……………… JA長野厚生連  佐久総合病院  佐久医療センター  薬剤部 五味　知之

SY17-2（P） 地方三次救急病院における救命救急センター業務への薬剤師の参画
 …………………………………… 大分市医師会立アルメイダ病院  薬剤部 佐藤　史織

SY17-3（P） 2 次救急医療機関における救急部への薬剤師の関わり
 …………………………………………………… 富山県  済生会  高岡病院 池崎　友明

SY17-4（D） ハブアンドスポーク型の 2次救急医療モデルと薬剤師の関わり
 …………………… 順天堂大学  医学部附属練馬病院  救急・集中治療科 杉田　　学

SY17-5（P） 副作用救済制度における救命救急センターの薬剤師の関わり
 ………………………………………… 大阪府三島救命救急センター  薬局 西本香王里

SY17-6（P） 救急医療での薬剤師の役割と業務改善
 ……………………………………………………………………公立陶生病院 齊藤　将之

14：00 ～ 15：00
一般演題　口演 33　（O33）

 「薬剤師関連（1）」
 座長 昭和大学横浜市北部病院  薬局 峯村　純子

O33-1（P） 病院薬局における津波被災訓練とその検証
 …………………………………………………… 名古屋掖済会病院  薬剤部 和泉　邦彦

O33-2（P） ICU常駐薬剤師としての実践  
 ̶急性期治療における注射剤使用時の配合変化ゼロに向けて̶

 ………………………………………… 東千葉メディカルセンター  薬剤部 篠崎　浩司
O33-3（P） 急性薬物中毒における静脈脂肪乳剤（ILE）療法のための  
 薬剤情報データベースの構築

 …………………独立行政法人  国立病院機構  京都医療センター  薬剤科 服部　雄司
O33-4（P） 薬局・薬店が関与した救急通報（大阪市消防局搬送記録より）

 ………………………………………………… 近畿大学  医学部  救急医学 窪田　愛恵
O33-5（P） 三次救急医療施設に搬送された抗血小板薬および  
 抗凝固薬に関連した脳出血患者に関する検討

 ……………………………………………… 日本医科大学付属病院  薬剤部 稲毛　俊介
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O33-6（P） Think globally，Act locally な薬剤管理
 ……………………………………… 兵庫県立加古川医療センター  薬剤部 大谷美奈子

15：00 ～ 16：00
一般演題　口演 34　（O34）

 「薬剤師関連（2）」
 座長 日本大学病院  薬剤部 鏑木　盛雄

O34-1（P） 脳出血症例への乾燥人血液凝固第 IX因子複合体使用時の  
 院内ガイドラインの作成

 ……………… JA長野厚生連  佐久総合病院  佐久医療センター  薬剤部 五味　知之
O34-2（P） 救急患者における「お薬手帳」の所有率と  
 「ハイリスク薬」の服用状況の調査

 ………………………………………名古屋大学  医学部  附属病院  薬剤部 阪井　祐介
O34-3（P） ICUの定数配置薬に対する薬剤師の関わり

 …………… 地方独立行政法人京都市立病院機構  京都市立病院  薬剤科 本多あずさ
O34-4（P） 集中治療室における薬剤師介入による鎮静・せん妄管理の評価

 …………………………………………………… 高知医療センター  薬剤局 門口　直仁
O34-5（P） 救急外来における薬剤師の常駐で見える可能性

 …………………………………………………… 札幌東徳洲会病院  薬剤部 齋藤　靖弘
O34-6（P） 古典的羊水塞栓症例の初療における薬剤師の関わり

 ………………………………………………………… 昭和大学病院  薬剤部 玉造　竜郎

16：00 ～ 17：00
一般演題　口演 35　（O35）

 「薬剤師関連（3）」
 座長 日本医科大学千葉北総病院  薬剤部 渡邊　暁洋

O35-1（P） バンコマイシンによる腎機能障害の発現と  
 その発生リスク因子に関する調査

 …………………独立行政法人  国立病院機構  長崎医療センター  薬剤科 花田　聖典
O35-2（P） ジゴキシン服用中の緊急入院患者における血中濃度変動要因の検討

 ……………………………………………………… 済生会熊本病院  薬剤部 甲斐　　光
O35-3（P） 母集団薬物動態解析による硫酸アルベカシンの至適投与方法の探索

 …………………………………………………… 愛知医科大学病院  薬剤部 萩原　真生
O35-4（P） 初期治療室での薬剤師の取り組み

 ……………………………………………… 獨協医科大学越谷病院  薬剤部 佐野　邦明
O35-5（P） 長崎大学病院救命救急センターにおけるせん妄の実態調査

 ………………………………………………………… 長崎大学病院  薬剤部 安藝　敬生
O35-6（P） ICU術後管理における薬剤性せん妄の実態調査

 …………… 独立行政法人地域医療機能推進機構  徳山中央病院  薬剤部 萩山　博史
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17：00 ～ 18：00
シンポジウム 18（SY18）

 「救急医療に貢献できる薬剤師の育成について考える」
 オーガナイザー 日本大学医学部附属板橋病院  薬剤部 菊池　憲和
 座長 東京医科大学病院  薬剤部 添田　　博
  愛知医科大学病院  薬剤部 加藤　隆寛

SY18-1（P） 救急医療における薬剤師教育について　  
 単独型救命救急センターの薬剤師の立場から

 ………………………………………… 大阪府三島救命救急センター  薬局 西本香王里
SY18-2（P） 救急医療における薬剤師教育（大学病院）

 ………………………………………………………… 長崎大学病院  薬剤部 安藝　敬生
SY18-3（P） 救急集中治療領域における座学と SGDを併用した研究会の満足度評価　  
 －臨床救急医療薬学研究会の取り組み－

 …………………………………… 日本大学  医学部附属板橋病院  薬剤部 中馬　真幸
SY18-4（P） 救急・集中治療領域での薬剤師業務の現状と将来像

 …………………………………………………… 愛知医科大学病院  薬剤部 加藤　隆寛
SY18-5（D） 薬剤師においても卒前からの継続した救急医学の教育が必要である

 ……………………… 自治医科大学  附属さいたま医療センター  救急科 守谷　　俊

302 会場

9：00 ～ 10：00
シンポジウム 19（SY19）

 「救急患者の栄養管理～栄養サポートチーム（NST）とコラボレーション」
 座長 順天堂大学  救急・災害医学 射場　敏明
  福岡大学医学部  救命救急医学講座 石倉　宏恭

SY19-1（D） 救急 /ICU医師が 15 年間継続しているNST     
 ̶入院時から退院まで重症患者に関わるシステム̶

 ……………………………………… 製鉄記念八幡病院  救急・集中治療部 海塚　安郎
SY19-2（D） 重症急性期患者におけるボーラス栄養投与時の血中インクレチン値の推移

 …… 独立行政法人  国立病院機構大阪医療センター  救命救急センター 若井　聡智
SY19-3（N） 救命 ICUにおけるNSTの活動

 …………………… 東京女子医科大学東医療センター  救命救急センター 井上　季咲
SY19-4（C） 救命病棟における栄養療法が患者に与える影響

 ……………………………………………… 済生会横浜市東部病院  栄養部 齊田　真理
SY19-5（C） 救命救急センターにおけるNST活動の取り組み

 ……………………………………… 国立病院機構  高崎総合医療センター 小川　祐介
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10：00 ～ 12：00
スポンサードシンポジウム（SS） 共催：株式会社大塚製薬工場

 「経口補水液の救急・災害医療への展開」
 座長 九州大学大学院 医学研究院 橋爪　　誠

SS-1（D） 災害時における緊急災害支援チームの活動
 ………………………………………国士舘大学大学院救急システム研究科 田中　秀治

SS-2（D） 災害時における医療活動と経口補水療法の意義
 …………………………………………… 京都第一赤十字病院  消化器外科 下村　克己

SS-3（N） 災害時の脱水への対応と意義
 ………………………………………… 横浜創英大学  看護学部  看護学科 橋本真由美

SS-4（C） 災害時のORTの活用：基礎的アプローチからの提言
 …………… （株）大塚製薬工場  OS-1 事業部  メディカルフーズ研究所 三木　新也

12：00 ～ 13：00
特別講演 4（SL4）
SL4（C） 医療政策と看護について

  衆議院議員 木村　弥生
 座長 東京医療保健大学  東が丘・立川看護学部 石井美恵子

13：00 ～ 14：30
ディベートセッション（DS）

 救急看護のビジョンを語る会 in 富山
 座長 東京医療保健大学  東が丘・立川看護学部 石井美恵子

DS-1（N） 北里大学病院 桐本千恵美
DS-2（N） 新潟市民病院 春川　一樹
DS-3（N） 国立病院機構  東京医療センター 田村　浩美
DS-4（N） 札幌医科大学附属病院 田口裕紀子
DS-5（N） 福島県立医科大学附属病院 宮崎　博之
DS-6（N） 国立病院機構  大阪医療センター 山口壽美枝

401 会場

10：00 ～ 11：00
一般演題　口演 36　（O36）

 「感染症」
 座長 獨協医科大学  救急医学 小野　一之
  東京医科大学  麻酔科分野  集中治療部 今泉　　均

O36-1（P） 抗MRSA薬の高流量持続血液濾過透析における維持量の検討
 ………………………………………名古屋大学  医学部  附属病院  薬剤部 宮川　泰宏

18-2_03_119-196学会日程表_責.indd   182 15/05/15   18:54



日臨救医誌（JJSEM）2015；18：119-95 183

第 3日（6月 6日）

O36-2（D） 急性腎盂腎炎の菌血症予測に関する検討　  
 ～血中プロカルシトニン（PCT），CRP値を中心に～

 ………………………………………………………… 多根総合病院  救急科 廣田　哲也
O36-3（N） 救命救急センターにおける多職種連携を意識した  
 手指衛生遵守向上への取り組み

 …… 独立行政法人  国立国際医療研究センター病院  救命救急センター 鈴木　順子
O36-4（ME） 細菌性敗血症のおけるプレセプシンの測定意義

 ……………………………………………… 名古屋徳洲会総合病院  検査科 河井　伸午
O36-5（P） 救命救急病棟におけるバンコマイシン負荷投与の有用性

 ………………………………………… 日本医科大学多摩永山病院  薬剤部 近藤　匡慶
O36-6（ME） 重症敗血症患者における Human Cytokine ELISA Plate Array I の検討

 ……………………………………………… 東京女子医科大学  中央検査部 湯澤　順司
O36-7（D） 重症敗血症患者における新規発症心房細動と予後との関係の検討

 ………………………… 山口大学医学部附属病院  先進救急医療センター 金田浩太郎

11：00 ～ 12：00
ワークショップ 14（WS14）

 「救急領域でのメディカルスタッフによる超音波検査の有用性について」
 座長 横浜市立大学大学院医学研究科  救急医学 森村　尚登
  金沢医科大学救急医学 眞柴　　智

WS14-1（D） 急性期診療における診察医による point-of-care 超音波の活用
 …………………………………………………… 安曇野赤十字病院  救急部 亀田　　徹

WS14-2（D） 米国における救急超音波に関する教育のあり方
 ……………………………… テキサス大学南西部医療センター  救急医学 児玉　貴光

WS14-3（ME） 当院時間外診療における臨床検査技師による  
 救急心エコー検査の現状と課題

 …………………………………………………… AMG  三郷中央総合病院 林　　恭子
WS14-4（N） 看護師による経皮的膀胱超音波検査の試行

 ………………………………… 横浜市立大学附属  市民総合医療センター  
 高度救命救急センター  EICU 寺西　広美

WS14-5（D） 救急集中治療における全身迅速評価としてのエコーの活用
 ………………………………………………………… 熊本大学  集中治療部 蒲原　英伸

13：00 ～ 15：00
シンポジウム 20（SY20）

 「学校におけるBLS教育の展開例と今後の展望」
 座長 国士舘大学  救急システム研究科 田中　秀治
  京都大学  環境安全保健機構  健康管理部門 /健康科学センター 石見　　拓

SY20-1（E） 全国の学校におけるBLS 教育の実態と副読本を用いた  
 小学校での BLS 授業展開の勧め

 ………………………………………………………………………京都橘大学 千田いずみ
SY20-2（E） 消防機関による学校でのBLS 教育の実態調査

 ……………………………………………………………………札幌市消防局 菩提寺　浩
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SY20-3（C） さいたま市におけるBLS 教育の体系的展開
 …………………………………………………………………………さいたま市教育委員会

SY20-4（C） 消防機関における学校への積極的な展開の試み
 ……………………………………………………………………………………京都市消防局

SY20-5（C） 養護教諭が中心となった学校教員によるBLS 教育実践の試み
 ………………………………………………………………関西創価高等学校 吉田　智子

SY20-6（C） 教職課程への導入の提案
 ………………………………………………埼玉大学・前さいたま市教育長 桐淵　　博

SY20-7（C） 次期学習指導要綱改定に向けた動きと学校でのBLS 教育への期待
 ………………………………………………………………… 文部科学省  スポーツ青年局

SY20-8（C） 特別発言
 …………………………………………………………………命のバトン代表 川崎　真弓

15：00 ～ 16：20
一般演題　口演 37　（O37）

 「臨床検査技師関連（1）」
 座長 近畿大学医学部附属病院  中央臨床検査部 増田　詩織

O37-1（D） 病院前救急現場における臨床検査実施の実情
 ………………………………………… 中津川市民病院  病院前救急診療科 間渕　則文

O37-2（ME） 当院の大量・緊急輸血における救急検査認定技師の役割
 ……………………………………………… 新潟県立中央病院  臨床検査科 高橋　政江

O37-3（D） クレアチニン測定の point-of-care 化による  
 緊急造影 CT検査施行までの時間の短縮

 …………………………………………… 慶應義塾大学  医学部  救急医学 渋沢　崇行
O37-4（ME） 救急初療時における臨床検査の標準化に向けて  
 ～認定機構登録会員による調査アンケート結果から～

 ………………………………… 近畿大学医学部附属病院  中央臨床検査部 久保田芽里
O37-5（ME） 当施設における救急初期診療検査の見直しとその効果

 ……………………………………………大阪府立中河内救命救急センター 津田　喜裕
O37-6（ME） 大阪府下における日本救急検査技師認定機構の取り組み  
 ～救急検査の普及活動を通じて～

 ……………………………………………………………………和泉市立病院 櫛引　健一
O37-7（ME） 日本救急検査技師認定機構の取り組み   
 －救急検査の標準化を重点課題として－

 ………………………………………………………………愛知医科大学病院 末廣　吉男

16：20 ～ 17：40
一般演題　口演 38　（O38）

 「臨床検査技師関連（2）」
 座長 大阪府三島救命救急センター  医療技術部 竹下　　仁

O38-1（ME） 救命救急センターでの臨床検査技師の関わり
 ………………………………………………… 総合大雄会病院  技術検査科 加納　知紗
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O38-2（ME） 重症外傷患者への緊急輸血時の臨床検査技師の役割
 ……………………………………………………… 徳島赤十字病院  検査部 勢井　伸幸

O38-3（ME） 大阪府枚方市における社会復帰率向上への取り組み  
 ～臨床検査技師としての関わり～

 ………………… 国家公務員共済組合連合会  枚方公済病院  臨床検査科 薮　　圭介
O38-4（ME） 当院救急センター立ち上げにおける臨床検査技師の関わり

 ……………………………社会福祉法人  太陽会  安房地域医療センター，
 医療法人  鉄蕉会  亀田総合病院 太田麻衣子

O38-5（ME） 鹿児島大学病院救命救急センター開設 1年目における  
 救急検査の現状と展望

 ……………………………………………………… 鹿児島大学病院  検査部 中村　政敏
O38-6（ME） 救急症例におけるプロカルシトニン（PCT）と  
 プレセプシン（P-SEP）の検討

 ……………………… 大阪府三島救命救急センター  医療技術部  検査科 濱田　宏輝
O38-7（D） 救急医療におけるチーム医療への検査技師の参画について

 …………………………………………… 昭和大学  医学部  救急医学講座 神田　　潤

611 会場

9：00 ～ 10：00
日本救急撮影技師認定機構　講習会（CO12）

  大阪大学医学部附属病院  医療技術部放射線部門 東　　丈雄
 座長 りんくう総合医療センター 相良　健司

10：00 ～ 11：00
一般演題　口演 39　（O39）

 「ICT の活用」
 座長 愛媛大学 相引　眞幸

O39-1（N） 救命救急センター看護記録におけるエクセル入力フォームの開発
 …………………………………………… 藤沢市民病院  救命救急センター 鈴木真理子

O39-2（D） 演題取り下げ

O39-3（D） Bystander をサポートするための一般市民に対する  
 スマートフォン用救命医療補助アプリ導入の試み

 ………………………………………… 東京慈恵会医科大学  救急医学講座 武田　　聡
O39-4（D） 大阪府における情報通信技術を活用した  
 救急搬送支援システムの運用から見えてきた課題

 ………………………… 大阪大学医学部附属病院  高度救命救急センター 片山　祐介
O39-5（C） 病院前 12 誘導心電図送信システムの双方向化とメディカルコントロール

 ……………………………………………… 福井大学  医学部  医療情報部 笠松　眞吾
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11：00 ～ 12：00
一般演題　口演 40　（O40）

 「周産期救急医療」
 座長 恵寿総合病院・けいじゅファミリークリニック 伊達岡　要

O40-1（E） 緊急時の分娩支援における救急救命士の技術評価
 ………………………………………………………………北見地区消防組合 橋本　貴幸

O40-2（N） 救急救命士病院実習における産科救急バックアップ講座開催の取組み
 ………………………… 公益財団法人  天理よろづ相談所病院  救急病棟 河野しづゑ

O40-3（D） 当院における東京都母体救命搬送システム  
 （スーパー母体搬送）症例の検討

 ………………………………………… 日本赤十字社医療センター  救急科 早野　大輔
O40-4（C） 救急隊員のための病院前分娩介助プログラムにおける  
 シミュレーション指導の評価と課題

 …………………………………………………………あびこ助産師専門学校 中川　朝美
O40-5（D） 羊水塞栓症の関与により産後に心停止を起こした 1例

 …………………………………………… 獨協医科大学  医学部  救急医学 坂本千代織

13：00 ～ 15：00
ワークショップ 15（WS15）

 「これから必要な救急医療と在宅医療の連携」
 座長 医療法人球友会  湘南真田クリニック 山本五十年
  獨協医科大学越谷病院 浅香えみ子

WS15-1（D） 救急医療を知る在宅医の立場から
 ………………………… 医療法人社団仁心会  越谷ハートフルクリニック 佐藤　陽二

WS15-2（N） シームレスな患者ケアのための救急看護師と訪問看護師の連携
 ……………………………… 公益財団法人  筑波メディカルセンター病院 木澤　晃代

WS15-3（C） 医療と介護の連携を考える̶介護支援専門員の立場から̶
 …………… 公益財団法人  筑波メディカルセンター居宅介護支援事業所 平松　裕子

WS15-4（C） 救急医療と在宅医療の連携の必要性（救急隊から見た在宅医療の現状）
 ………………………………………………………………………京都橘大学 関根　和弘

WS15-5（C） 地域包括ケアシステムにおけるメディカルコントロールの役割と可能性
 ……… 厚生労働省医政局地域医療計画課 救急・周産期医療等対策室／
 救急医療対策専門官 亀山　大介
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掲示演題会場（1階美術館・地下展示室）

10：00 ～ 10：40
掲示演題 36（P36）

 「医療連携・チーム医療・多職種連携（1）」
 座長 東京警察病院  救急科 金井　尚之

P36-1（D） 救命救急センターにおけるクレームの年次推移
 ……………………………………………………………… 飯塚病院  救急部 鮎川　勝彦

P36-2（N） 救命救急センター ICUにおける  
 平日定例多職種合同カンファレンスの導入効果

 ……………………………………横浜市立大学附属市民総合医療センター  
 高度救命救急センター  ICU 清水　正子

P36-3（P） 疼痛・不穏・譫妄（Pain，Agitation，Delirium：PAD）  
 チーム回診における介入効果

 ………………………………………………………… 広島大学病院  薬剤部 佐藤　智人
P36-4（D） 患者の抱える社会的・医学的要因のスコア化に基づく  
 転院調整対応の検討（第二報）

 ……… 横浜市立大学附属市民総合医療センター  高度救命救急センター 土井　智喜

10：40 ～ 11：20
掲示演題 37（P37）

 「医療連携・チーム医療・多職種連携（2）」
 座長 武蔵野徳洲会病院  救急部 阪本　敏久

P37-1（D） 救急外来から始める理学療法
 ……………………………………………………………… 相澤病院  救急科 白井知佐子

P37-2（P） Respiratory Support Teamに参加する薬剤師の取り組み
 ………………… 広島県厚生農業協同組合連合会  広島総合病院  薬剤部 吉廣　尚大

P37-3（N） 当院における多職種協働 PCPS エキスパートチームの構築と取り組み
 ………………………………………………………… 伊那中央病院  看護部 前田美香子

P37-4（D） 総合的なリハビリ研修は救急医療に関わるすべての医師に有用である
 …………………………………………………………沖縄県読谷村立診療所 多鹿　昌幸

11：20 ～ 12：20
掲示演題 38（P38）

 「診療放射線技師関連」
 座長 富山大学附属病院放射線部 熊谷　道朝

P38-1（R） CTによる Slab MIP（MinIP）が有用と考えられた異物誤飲 3症例
 …………………………… 名古屋第二赤十字病院  医療技術部  放射線科 大保　　勇

P38-2（R） 時間外救急診療における放射線技師のCT読影レポートに対する医師の意識調査
 ………………………………… 大垣市民病院  診療検査科  中央放射線室 福島　智久
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P38-3（R） 砂川市立病院における放射線検査に関する救急統計  
 ～救急科開設から 3年間の統計調査～

 ……………………………………… 砂川市立病院  医療技術部  放射線科 阿部　憲司
P38-4（R） 当院で施行された外傷全身CT検査における総撮影時間の検証

 ……………………………………… 福島県立医科大学附属病院  放射線部 田代　雅実
P38-5（R） 救急医療における携帯型迅速クレアチニン測定装置を利用した  
 造影検査前腎機能測定の有用性について

 ……………………………………………… 鹿児島市立病院  放射線技術科 木原　悠太
P38-6（D） 蘇生後に骨髄内輸液路（IO）から造影剤を投与し全身CT検査を行った  
 乳児心肺機能停止の一例

 ………………………… 大阪府立急性期・総合医療センター  救急診療科 大場　彦明

10：00 ～ 11：00
掲示演題 39（P39）

 「感染症（1）」
 座長 市立砺波総合病院 家接　健一

P39-1（D） 超高齢者敗血症性DIC2 例に対する  
 遺伝子組み換えトロンボモジュリンの使用経験

 ………………………………………………………… 蘇生会総合病院  外科 吉川　徹二
P39-2（D） 難聴を主訴に発症した肺炎球菌性髄膜炎の 1例

 ………………………………………… 石巻赤十字病院  救命救急センター 小張　祐介
P39-3（D） MSSA菌血症に併発した電撃性紫斑病の一例

 ………………………………………国立病院機構熊本医療センター救急部 山下幾太郎
P39-4（D） 脾臓低形成に伴う劇症型肺炎球菌感染症および電撃性紫斑病の一例

 ……………………………………… 佐賀県医療センター  好生館  救急科 牟田　隆則
P39-5（D） 生前に確定診断に至らなかった細菌性髄膜炎を合併した  
 頚椎周囲膿瘍の一例

 …………………………………………… 佐賀大学医学部付属病院  救急科 藤田　　亮
P39-6（D） 敗血症治療を要した超高齢者の 1例

 ……………………………… 琉球大学  大学院医学研究科  救急医学講座 花城　和彦

11：00 ～ 12：00
掲示演題 40（P40）

 「感染症（2）」
 座長 新潟大学医歯学総合病院  高度救命救急センター 遠藤　　裕

P40-1（D） Citrobacter freudii による壊死性筋膜炎の 1例
 …………………………………………… 公立昭和病院  救命救急センター 小島　直樹

P40-2（D） 細菌性壊死性筋膜炎との鑑別が困難であった好酸球増多症の 1例
 ………………………………… 国立病院機構  仙台医療センター  救急科 加賀谷知己雄

P40-3（D） Symmetrical Peripheral Gangrene を来した劇症型A群溶連菌感染症の 1例
 …………………………………… 国立病院機構仙台医療センター  救急科 三宅のどか

P40-4（D） 背部痛を主訴に来院した硬化性壊死性縦隔炎の一例
 ………………………………………… 杏林大学医学部附属病院  ATT科 佐野　勇貴
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P40-5（D） A群と G群溶連菌による膝関節炎を繰り返し，劇症化した一例
 …………………………… 東邦大学医療センター大森病院  救命センター 野口　晃司

P40-6（D） MRI にて病変部を確認しながら加療を行った壊死性筋膜炎の一例
 ………………………………………………………… 聖隷浜松病院  救急科 峯田　健司

12：00 ～ 12：40
掲示演題 41（P41）

 「感染症（3）」
 座長 富山大学大学院  危機管理医学 若杉　雅浩

P41-1（D） 剖検を施行した重症熱性血小板減少症候群の 1例
 …………………………………………… 愛媛大学医学部附属病院  救急科 森山　直紀

P41-2（D） 熱帯感染症により無顆粒球症を認めた一例
 …………………………………………………… 産業医科大学病院  救急科 木村　公紀

P41-3（D） B 群レンサ球菌が原因の前立腺膿瘍による敗血症の一例
 ………………………………… 筑波大学  医学医療系  救急・集中治療部 宮　　　顕

P41-4（D） Edwardsiella tarda による敗血症性ショックをきたした 1症例
 ……………………………………………………………関西労災病院救急部 山室　　禎

10：00 ～ 11：00
掲示演題 42（P42）

 「病院前救護・MC（1）」
 座長 飯田市立病院  救命救急センター 神頭　定彦

P42-1（C） 消防ヘリコプター操縦士の視点から見た災害現場直近への着陸の有効性について
 ……………………………………………………………………岡山市消防局 高畑　秀樹

P42-2（D） 南鳥島からの緊急航空機搬送～過去 10 年の搬送症例の検討～
 …………………………………………………… 都立広尾病院  救急診療科 城川　雅光

P42-3（D） 信州ドクターヘリの現着前後要請基準とその運用状況
 ………………………………… 信州大学  医学部  救急集中治療医学教室 望月　勝徳

P42-4（E） ロードアンドゴー症例とドクターヘリの効果について
 ……………………………………………………………………浜松市消防局 八木　裕樹

P42-5（E） ドクターヘリ連携事案～飲食店でROSCとなった 1例～
 ……………………………………………………………………尾三消防本部 光岡　陽一

P42-6（D） ドクターヘリ活動におけるランデブーポイント使用の現状
 ……………………………………… 徳島県立中央病院  救命救急センター 笠井　弘起

11：00 ～ 11：50
掲示演題 43（P43）

 「病院前救護・MC（2）」
 座長 宮崎大学医学部  救急・災害医学 落合　秀信

P43-1（E） 静脈路評価分類を活用した穿刺時間・現場滞在時間の検討（第 5報）
 ………………………………………………………………………東京消防庁 横地　雄介
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P43-2（E） ドクターヘリとの連携により早期治療開始と再接着術が可能となった  
 上肢完全離断の 1例

 ……………………………………………………………………広島市消防局 石津　智昭
P43-3（D） 救急救命士処置拡大事例報告：  
 低血糖とショックの病態が混在した糖液投与事例

 …………………………………………… 徳山中央病院  救命救急センター 樽本　浩司
P43-4（D） ドクターヘリによる搬送体位に迷った多発外傷患者の一例

 …………………………… 埼玉医科大学総合医療センター  救急科（ER） 酒庭　康孝
P43-5（E） 神戸市における救急救命士の処置範囲拡大に伴う静脈路確保の分析

 ……………………………………………………………………神戸市消防局 外園　　拓

11：50 ～ 12：30
掲示演題 44（P44）

 「病院前救護・MC（3）」
 座長 関西医科大学  救急医学講座 鍬方　安行

P44-1（C） アジアにおける病院前医療従事者の比較検討
 ………………………………………国士舘大学大学院救急システム研究科 原　　貴大

P44-2（E） 処置範囲の拡大された救急救命士が  
 瓦礫の下の医療を補助するための現状と課題

 …………………………………… 大津市消防局  警防課救急高度化推進室 北川　芳伸
P44-3（D） 救急医療機関で採用した救急救命士は何ができるのか？

 …………………………………… 社会医療法人緑泉会  米盛病院  救急科 冨岡　譲二
P44-4（C） 民間救急救命士における臨床経験の維持方策

 ………………………………………国士舘大学大学院救急システム研究科 後藤　　奏

10：00 ～ 11：00
掲示演題 45（P45）

 「教育（研修医，看護師，その他）（1）」
 座長 東京大学  医学部附属病院  救急部集中治療部  救命救急センター 軍神　正隆

P45-1（D） みなと救急外来初期診療コースは他施設でも機能するか？
 ………………………………………… 横浜市立みなと赤十字病院  救急科 今村　友典

P45-2（D） JATECを取り入れた胸部外傷講義導入 4年後の医学生の現状　  
 ～第二報～

 ………………………………………… 関西医科大学枚方病院  呼吸器外科 小延　俊文
P45-3（N） 救急外来における多数傷病者受け入れ訓練の成果

 …………………………………………東京都立墨東病院  看護部  ER 外来 鈴木　陽子
P45-4（D） 医学科学生に対するシナリオシミュレーションを用いた外傷診療教育

 ………………………… 大阪大学医学部附属病院  高度救命救急センター 池側　　均
P45-5（D） 名古屋市立病院における救急初期臨床研修

 ……………………………………… 名古屋市立東部医療センター  救急科 安藤　雅樹
P45-6（S） 救急医療現場におけるクオリティーマネージメントセミナー（QMS）実施の効果

 ………………………… 富山大学大学院  医学薬学教育部  危機管理医学 高橋　絹代
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11：00 ～ 11：50
掲示演題 46（P46）

 「教育（研修医，看護師，その他）（2）」
 座長 新潟厚生連上越総合病院 丸山　正則

P46-1（P） 受講者背景における薬剤師対象救急領域講習会修得度の検討  
 ～救急に強い薬剤師養成コースを通じて～

 ………… 近畿大学  薬学部  医療薬学科  臨床薬学部門  医療薬剤学分野 井上　知美
P46-2（ME） コメディカルスタッフ中心に定期開催する認定Basic Life Support コース

 …………………………………………………… JA愛知厚生連  海南病院 志水　貴之
P46-3（N） シミュレーション教育による二次救命処置講習会の成果と課題

 ………………………………………………………… 広島大学病院  看護部 筏　　弘樹
P46-4（D） 大学病院の非医療従事職員に対する簡易型心肺蘇生講習会の効果：  
 受講回数別にみた救命意識の変化̶第 2報

 ……………………… 大阪大学  医学部附属病院  高度救命救急センター 古家　信介
P46-5（N） 小学生に対する命の授業  
 ～多職種が連携した救命率向上に向けた取り組み～

 ……………… 地方独立行政法人  静岡県立病院機構  静岡県立総合病院 望月　俊明

11：50 ～ 12：40
掲示演題 47（P47）

 「教育（研修医，看護師，その他）（3）」
 座長 鹿児島大学大学院医歯学総合研究科  生体機能制御学講座  
  救急・集中治療医学 垣花　泰之

P47-1（D） 看護大学生 1年生に対する心肺蘇生術講習（ICLS）が  
 卒業後の心肺蘇生に関する知識水準にもたらしたもの

 ………………………………………… 順天堂大学  医学部付属  静岡病院 柳川　洋一
P47-2（N） 院内急変対応における教育の現状と課題

 …………………………………………大阪府立急性期・総合医療センター 山下　直美
P47-3（D） 2 次救急病院で全職員にAHA-BLS 資格を取らせるには

 ……………………………………………………………済生会新潟第二病院 田山　雅雄
P47-4（D） 当院で実施した一般職員を対象とした院内での救命講習について

 ………………………………………………………… 市立豊中病院  救急科 東　　孝次
P47-5（C） 多数集客イベントにおける心肺蘇生短時間講習の効果的な実施方法の検討

 …………………………………… 国士舘大学大学院  救急システム研究科 田邉　陽祐

10：00 ～ 11：00
掲示演題 48（P48）

 「薬剤師関連（1）」
 座長 東京医科大学  救急・災害医学分野 織田　　順

P48-1（P） ICU入室患者の入院前常用薬の影響の検討
 …………………地方独立行政法人  堺市立病院機構  市立堺病院  薬剤科 浅香　倫子
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P48-2（P） 集中治療室と一般病棟の塩酸バンコマイシン投与に対する  
 薬剤師介入内容に関する比較検討

 ………………………………………JA愛知厚生連  豊田厚生病院  薬剤部 戸田　州俊
P48-3（P） 薬剤熱及び薬剤性肝障害に対する当院での取り組み

 ………………………………………………… 淀川キリスト教病院  薬剤部 片岡　　優
P48-4（P） HCUにおける薬剤師の病棟薬剤業務への取り組みと今後の課題

 …………………………………………………………………旭川赤十字病院 田村研太郎
P48-5（P） 当院でのアクチバシン使用実態調査

 ………………………………………………………… 飯田市立病院  薬剤科 佐藤　誠一
P48-6（P） 急性期患者の薬物治療に対する薬剤師の意義

 …………………………………… 医療法人鉄蕉会  亀田総合病院  薬剤部 高野　秀仁

11：00 ～ 11：50
掲示演題 49（P49）

 「薬剤師関連（2）」
 座長 岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 名倉　広哲

P49-1（P） アミオダロン静注薬を滴下制御型輸液ポンプで投与した際に起こる  
 過少投与による補正の検討

 …………………地方独立行政法人  堺市立病院機構  市立堺病院  薬剤科 大西　敦子
P49-2（P） 武蔵野赤十字病院での SCU（Stroke Care Unit）での薬剤師の役割

 …………………………………………………… 武蔵野赤十字病院  薬剤部 細谷龍一郎
P49-3（P） 救急病棟における薬剤経管投与の実態調査と漢方製剤の経管投与方法の検討

 ……………………… 岡山大学大学院医歯薬学総合研究科  救急薬学分野 座間味義人
P49-4（P） 高血糖性昏睡の原因が非定形抗精神病薬と考えられた 2症例

 ………………………………………………… 潤和会記念病院  薬剤管理室 大塚実可子
P49-5（D） ワルファリン内服中の抗菌薬増量により高度貧血と脳出血を合併した一例

 ……………………………………………………………京都第二赤十字病院 平木　咲子

11：50 ～ 12：40
掲示演題 50（P50）

 「薬剤師関連（3）」
 座長 富山大学附属病院  薬剤部 三村　泰彦

P50-1（P） 武蔵野赤十字病院におけるCCU（Coronary Care Unit）での薬剤師の役割
 …………………………………………………… 武蔵野赤十字病院  薬剤部 田中　一平

P50-2（P） ICUにおける循環作動薬投与時の溶解・希釈後液量統一と  
 シリンジポンプ導入がもたらした効果について

 ……………………………………………………… 名古屋記念病院  薬剤部 齋藤　明子
P50-3（P） 注射剤配合変化表作成によるインシデント，プレアボイドに対する効果

 ………………………………………………………… 広島大学病院  薬剤部 吉川　　博
P50-4（P） 集中治療室における早期栄養開始に関して病棟薬剤師の役割とは？

 ……公益社団法人  地域医療振興協会  横須賀市立うわまち病院  薬剤部 菅原　順子
P50-5（P） 高度救命救急センターにおける適切な医薬品管理と医療安全策について

 ………………………………… 大阪府立急性期・総合医療センター  薬局 藤江　直輝


